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〔集計資料〕

全産業の過去データの推移
　　＊平成15年1月以降

イナスなら弱気（悲観）、原材料または

商品の仕入単価の場合はプラスなら上昇

気運、マイナスなら低下気運となりま

す。

プラス、マイナス同数の場合はＤ・Ｉ

はゼロになります。

たとえば、売上高増加企業50％、不変

企業30％、減少企業20％の場合、Ｄ・Ｉ

は50 - 20 ＝ 30となり、全体として経

営者の売上高に対する強気の度合いを表

しています。

イナスなら弱気（悲観）、原材料または

商品の仕入単価の場合はプラスなら上昇

気運、マイナスなら低下気運となりま

す。

プラス、マイナス同数の場合はＤ・Ｉ

はゼロになります。

たとえば、売上高増加企業50％、不変

企業30％、減少企業20％の場合、Ｄ・Ｉ

は50 - 20 ＝ 30となり、全体として経

営者の売上高に対する強気の度合いを表

しています。

本調査結果について、東日本大震災の津波で壊滅的に

被害のあった４商工会地区（陸前高田、大槌、山田町、野田

村）の状況は、調査不能のため含まれておりませんので、予

めご了解のうえ、ご覧下さい。
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[ 岩手県 産業全体 ]

主要景況項目の動き －前年同期比－
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平成21年

10～12月

平成22年

1～3月 4～6月 7～9月 10～12月

平成23年

1～3月 4～6月 7～9月

（見通し）
平成23年
10～12月

製 造 業

建 設 業

業 況 天 気 図

　　　　　　　　期　間

　　業　種

小 売 業

サ ー ビ ス 業

売 上 高 Ｄ Ｉ
    100.0
         ～30.1

    30.0
       ～10.1

    10.0
       ～△10.0

    △10.1
       ～△30.0

    △30.1
     ～△100.0

表 示

400
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売　　上　　高

全 産 業 の 推 移
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サービス業

今期は、全業種において、Ｄ・Ｉが上昇し

ました。特に、建設業では、３３．１ポイン

トと大幅に上昇し、プラスに転じました。こ

のことは、平成１５年１月～３月期の調査時

以降で最も高い水準にまで回復したことにな

ります。

また、製造業も平成１９年４～６月期以

来、４年ぶりのプラスとなっています。さら

に、前期見通しでは、下降を予想していた小

売業も、２０．０ポイント上昇の、△３２．

５まで改善されており、小売業においても需

- 4 -

※建設業の売上高は完成工事高
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(見通し)

売業も、２０．０ポイント上昇の、△３２．

５まで改善されており、小売業においても需

要の回復傾向がみられております。

来期は、建設業のみが引き続き、上昇の予

想をしていますが、それ以外の業種では、下

降の予想であり、特に、小売業では１７．５

ポイントの下降で再びマイナス幅が拡大し、

△５０．０となる見通しとなっています。
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採　　　　　算

全 産 業 の 推 移
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サービス業

今期は、全業種において、売上高Ｄ・Ｉが

上昇していることもあり、採算Ｄ・Ｉもすべ

ての業種において、上昇しました。特に、建

設業が１６．０ポイント、また、小売業でも

１５．０ポイントの大幅な好転となりまし

た。

来期は、製造業のみが、６．７ポイントの

下降見通しですが、建設業及び小売業が３期

連続となる上昇の見通しであり、サービス業

が横ばいの見通しとなっています。
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※採算は各業種とも経常利益
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(見通し)

連続となる上昇の見通しであり、サービス業

が横ばいの見通しとなっています。
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売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

製 造 業 の 推 移
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Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、１２．８ポイント

上昇 ９ ６とな ておりましたが
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(見通し)

上昇の９．６となっておりましたが、

実際は、売上高減少企業が前期見通し

より増加したことによって、３．３に

とどまりました。しかし、売上高Ｄ・

Ｉは平成１９年４～６月期以来、４年

ぶりにプラスへ転じています。

来期は、売上高の増加を予想する企

業の大幅な減少により、△１３．３が

予想されていることから、再びマイナ

スに転じる見通しとなっています。
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採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

製 造 業 の 推 移
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今期は 好転企業 増加と悪化企
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今期は、好転企業の増加と悪化企

業の減少によって、△６．６まで回

復し、業況天気図も曇りから薄曇り

へと移行しています。

来期は、採算の好転企業割合が大

幅に減少することにより、６．７ポ

イント下降して、△１３．３となる

見通しです。
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設　備　投　資

製 造 業 の 推 移

13.3

20.0

12.9

16.7

10.0
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20.0

25.0

30.0

35.0
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45.0

前期見通しでは、２５．８％の

企業において、設備投資が計画さ

れておりましたが、実際は、１

６．７％にとどまりました。

来期は、設備投資企業の割合

は、さらに減少することが予想さ

れており、１０．０％になると見

込まれます

（％）
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6.7

13.3 12.9

10.0

0.0

5.0

10.0

15.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

は、さらに減少することが予想さ

れており、１０．０％になると見

込まれます。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　製造業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

製 造 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

       原材料価格の上昇

       需要の停滞

       大企業の進出による競争の激化

       製品ニーズの変化

      原材料費・人件費以外の経費の増加

       事業資金の借入難

       新規参入業者の増加

       生産設備の不足・老朽化

       原材料の不足

製品（加工）単価の低下 上昇難
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       熟練技術者の確保難

       その他

       生産設備の過剰

       人件費の増加

       金利負担の増加

       取引条件の悪化

      製品（加工）単価の低下、上昇難

       従業員の確保難

7.7 

23.1 

0.0 

0.0 

0.0 

15.4 

15.4 

10.7 

32.1 

3.6 

3.6 

0.0 

10.7 

21.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

前期 今期
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売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

建 設 業 の 推 移

25.0
29.6

11.5

29.2
32.0
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Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、△２４．０と予想してお

りましたが、売上高増加企業が予想を上回っ

たほか、売上高減少企業も減少したことが寄

※建設業の売上高は完成工事高

-42.9

-51.9

-42.3

-58.3

-70.0
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-50.0

-40.0
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(見通し)

与し、３３．１ポイント上昇の、４．０とな

り、平成１５年１月～３月期の調査時以降で

は、最も高い水準にまで回復しました。ま

た、業況天気図も曇から薄曇へと移行してい

ます。

来期は、売上高減少企業割合の更なる減少

によって、売上高Ｄ・Ｉは、引き続き、４．

０ポイント上昇して、プラス幅が拡大し、

８．０となる見通しとなっています。

-10-



採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

建 設 業 の 推 移

7.1

14.8

3.8

12.0
8.0

12.0

-37 0 -38 5

-24.0
-20.0

-39.3
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Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、４．０ポイント

下降の、△３６．０となっていまし

-46.4

37.0 38.5

-44.0

-80.0

-60.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

(見通し)

たが、採算悪化企業割合の大幅な減

少により、１６．０ポイント上昇

の、△１６．０まで改善しました。

来期は、引き続き、好転企業割合

の増加と、悪化企業割合の減少によ

り、８．０ポイント上昇の、△８．

０まで回復し、業況天気図も曇から

薄曇へ移行する見通しです。
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設　備　投　資

建 設 業 の 推 移

10.7

15.4

12.0

16.0

4 0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

前期見通しでは、横ばいの４．

０％を予想しておりましたが、実

際は、１２．０％の企業で、設備

投資が実施されました。

来期は、今期に引き続き、設備

投資を予定する企業が増加し、１

６．０％となる見通しです。

（％）
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H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

６．０％となる見通しです。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　建設業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

       民間需要の停滞

       官公需要の停滞

建 設 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

       請負単価の低下、上昇難

       材料価格の上昇

       材料費・人件費以外の経費の増加

       新規参入業者の増加

       下請単価の上昇

       熟練技術者の確保難

       大企業の進出による競争の激化

       材料の入手難
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       従業員の確保難

       下請業者の確保難

       その他

       人件費の増加

       金利負担の増加

       取引条件の悪化

       事業資金の借入難

4.0 

0.0 

8.0 

8.0 

4.0 

13.0 

0.0 

21.7 

0.0 

4.3 前期 今期
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売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

小 売 業 の 推 移

14.6

7.3 7.3
12.5

17.5

7.5

-32.5
40 0

-20.0

0.0

20.0

40.0

増加

減少

Ｄ・Ｉ

今期は、売上高増加企業の増加と減

少企業の減少により、Ｄ・Ｉは、２期

-58.6

-73.2 -73.2

-65.0

-50.0

-57.5

-44.0

-65.9
-65.9

-52.5 -50.0

-80.0

-60.0

-40.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

(見通し)

連続して大幅に上昇しました。また、

マイナス幅も、平成１５年１月～３月

期調査時以来の数値にまで縮小してお

り、４業種の中では、最低のレベルで

はあるが、需要の回復傾向がみられま

す。

来期は、売上高増加予想企業の減少

と減少企業の増加によって、Ｄ・Ｉ

は、再び下降し、１７．５ポイント悪

化の、△５０．０になると予想されて

います。
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採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

小 売 業 の 推 移

0.0 2.4 0.0 0.0

10.0 10.0

40 040 0

-20.0

0.0

20.0

40.0
増加

減少

Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、７．５ポイント

上昇の予想でしたが 実際は 好転

-51.2

-61.0
-65.9

-57.5
-52.5

-50.0
-51.2

-58.6

-65.9

-57.5

-42.5

-40.0

-80.0

-60.0

-40.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

(見通し)

上昇の予想でしたが、実際は、好転

企業の予想以上の増加により、１

５．０ポイント上昇の、△４２．５

となりました。

来期は、今期に引き続き、好転が

予想されており、２．５ポイント上

昇の、△４０．０となる見通しで

す。
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設　備　投　資

小 売 業 の 推 移

19.5

15.0 15.0
15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

今期は、前期見通しの、７．

５％を上回り、前期と同様に、１

５．０％の企業において、設備投

資が実施されました。

来期は、再び１０．０％を大き

く下回り、設備投資を計画する企

業は、５．０％にとどまる予想と

なっています

（％）
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9.8
7.3

15.0 15.0

5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

業は、５．０％にとどまる予想と

なっています。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　小売業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

購買力の他地域への流出

       消費者ニーズの変化

小 売 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

需要の停滞

大型店・中型店の進出による競争の激化

       人件費以外の経費の増加

       仕入単価の上昇

       同業者の進出

       販売単価の低下、上昇難

       従業員の確保難

店舗の狭隘・老朽化

35.9 

23.1 

61.5 

28.2 

10.3 

17.9 

12.8 

25.6 

2.6 

20.5 

48.7 

12.8 

66.7 

35.9 

7.7 

20.5 

10.3 

38.5 

0.0 

7.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

15.4 

10.3 

28.2 

12.8 

5.1 

10.3 

2.6 

2.6 

2.6 

20.5 

5.1 

43.6 

5.1 

2.6 

10.3 

2.6 

10.3 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 
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      店舗の狭隘・老朽化

       駐車場の確保難

       商品在庫の過剰

       その他

       人件費の増加

       金利負担の増加

       代金回収の悪化

       事業資金の借入難

2.6 

20.5 

2.6 

5.1 

0.0 

0.0 

17.9 

0.0 

5.1 

0.0 

7.7 

0.0 

5.1 

0.0 

2.6 

7.7 

0.0 

5.1 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

前期 今期

-17-



売　　上　　高

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

サ － ビ ス 業 の 推 移

16.7

8.0
12.0

14.8

29.6

18.5

38 0

-22.9

-36.0

-26.0

-40.8

-11.2

-24.1

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

増加

減少

Ｄ・Ｉ

前期見通しでは、５．６ポイント

上昇の予想でしたが、実際は、売上
-39.6

-44.0
-38.0

-55.6

-40.8 -42.6

-80.0

-60.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

昇 、 際 、売

高増加企業が大幅に増加したこと

で、２９．６ポイント上昇の、△１

１．２まで改善されました。

来期は、売上高の増加企業の減少

が予想されており、売上高Ｄ・Ｉ

は、１２．９ポイント下降の、△２

４．１となる見通しです。

(見通し)
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採　　　　　算

＜今　　　期＞ ＜来期見通し＞

サ － ビ ス 業 の 推 移

8.3

2.0
8.0

13.0 11.1 9.3

-33 3 -32.0
35 2

-25.0

-36.0

-24.0

-29.6

-25.9 -25.9

40 0

-20.0

0.0

20.0

40.0

増加

減少

Ｄ・Ｉ

今期は、悪化企業割合の減少が寄

与し、前期より３．７ポイント改善 33.3
-38.0

-42.6
-37.0 -35.2

-80.0

-60.0

-40.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

(見通し)

され、△２５．９となりました。

来期は、ほぼ今期と同様の状況が

継続し、横ばいの、△２５．９とな

る見通しです。
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設　備　投　資

サ － ビ ス 業 の 推 移

22.4

28.0

18.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

前期見通しでは、３．７ポイント

減少の、７．４％にとどまる予想で

したが、実際は、１．９ポイント増

加の、１３．０％の企業が設備投資

を実施しました。

来期は、設備投資を実施する企業

が、再び１０．０％を下回り、９．

３％になると見込まれます

（％）
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11.1
13.0

9.3

0.0

5.0

10.0

15.0

H22.7～9 H22.10～12 H23.1～3 H23.4～6 H23.7～9 H23.10～12

が、再び１０．０％を下回り、９．

３％になると見込まれます。

(計画)

（注）この指標は、規模の大小に

かかわらず、設備投資を実施した

企業数の割合を示します。
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経営上の問題点
岩手県　サービス業

１位の問題点 １位～３位の問題点 (目盛：％)

サ － ビ ス 業 の 推 移

経営上の問題点の状況（１位と１位～３位）

       需要の停滞

       人件費以外の経費の増加

       利用者ニーズの変化

       材料等仕入単価の上昇

       大企業の進出による競争の激化

       利用料金の低下、上昇難

       新規参入者の増加

       店舗施設の狭隘・老朽化

       熟練従業員の確保難

事業資金の借入難

45.8 

10.4 

52.1 

29.2 

10.4 

29.2 

29.2 

8.3 

4.2 

46.9 

20.4 

38.8 

30.6 

12.2 

26.5 

20.4 

8.2 

8.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

22.9 

6.2 

31.2 

8.3 

4.2 

6.2 

12.5 

0 0

26.5 

6.1 

16.3 

12.2 

2.0 

2.0 

10.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 
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       金利負担の増加

       その他

      事業資金の借入難

       従業員の確保難

       人件費の増加

8.3 

4.2 

14.6 

6.2 

2.1 

2.1 

8.2 

8.2 

6.1 

2.0 

2.0 

8.2 

0.0 
2.0 

前期 今期
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売上高Ｄ・Ｉ
製造業 建設業 小売業 サービス業

全産業の過去データの推移（平成15年1月以降）
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集      計      資      料



１． 調 査 対 象 （１）対象地区 県内１０商工会地区 遠野、葛巻町、紫波町、西和賀、金ヶ崎町

（商工会名） 平泉、田野畑村、普代、洋野町、一戸町

（２）対象企業数 150 企業

（３）回答企業数 149 企業

２． 調 査 対 象 期 間 平成２３年７月～９月を対象とし、調査時点は平成２３年９月１日としました。

３． 調 査 方 法 （１）商工会の経営指導員が訪問面接し、聞き取りにより行いました。

（２）調査対象地区の設定は、商工会地区市町村人口規模別の実態を勘案して行い、調査対象事業の

      抽出は、業種規模等有意選出により行いました。

４． 対象企業等内訳                項目
  業種

製造業（地域産業） 31 （ 20.7 ） 30（ 20.1 ） 96.8

対 象 企 業 数 回 答 企 業 数 回 答 率 （ ％ ）

調      査      要      項

- 23 -

製

建 設 業 25 （ 16.7 ） 25（ 16.8 ） 100.0

小 売 業 40 （ 26.7 ） 40（ 26.8 ） 100.0

サ ー ビ ス 業 54 （ 36.0 ） 54（ 36.2 ） 100.0

150 （ 100.0 ） 149（ 100.0 ） 99.3

（注）カッコ内の数字は、構成比（％）を表す。

５． そ の 他 本報告書中のＤ・Ｉとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目に

ついての増加（上昇、好転、長期化）企業割合と減少（低下、悪化、短期化）企業割合の差を示すも

のであります。
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